
日時：令和元年9月20日（金）　①10時15分～11時45分　②14時15分～15時45分

会場：水戸地方合同庁舎　共用大会議室

参加人数：79名

参加官署：水戸財務事務所、茨城行政監視行政相談センター、水戸保護観察所、関東農政局茨城支局、

　　　　　水戸地方検察庁、茨城労働局、関東信越厚生局茨城事務所（主催）

講師（キャラバン・メイト）：特定非営利活動法人　認知症ケア研究所　統括管理者　高橋　克佳　様

「認知症の理解～認知症の人の世界を知ろう～」

１．参加者の内訳

①非常に有意義だっ
た

②有意義だった ③どちらともいえない
④あまり参考になら

なかった
⑤回答なし 合計

51 26 1 0 1 79

 　※自由記述　５０本

①よく理解できた
②まあまあ理解

できた
③あまりよくわから

なかった
④全くわからなかっ

た
⑤回答なし 合計

69 9 0 0 1 79

 　※自由記述　３５本

３．研修内容について理解できましたか

○ユーモアを交えて話していただいたのでわかりやすかったです。（20代女性）

○認知症にも様々な種類があり症状が違っていたり、どんな対応をとるのがベターかが知れて勉強になりました。（40
代女性）

２．この研修に参加した感想をお聞かせください

○認知症の人への「安心」のためのコミュニケーションという視点は初めて知ったので勉強になりました。（20代女性）

○認知症についての知識がなかったため非常に勉強になった。（40代男性）

○現在、間もなく90歳になる母と同居しており、対処の仕方についてとても参考になった。（50代男性）

●　認知症の方から見えている世界を認知症の特徴から考え、どうコミュニケーションをとっていくのかを、実際に
ケアに携わる講師の経験に基づき分かりやすく説明いただきました。参加者からは、様々な事例をユーモアを交
えて聞くことができとても有意義な研修だったといった感想が多数ありました。

～アンケート結果～

10代 20代 30代 40代 50代 60代
70代

以上

男性 0 6 5 15 19 5 1

女性 0 1 4 8 10 5 0
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①非常に役立つ ②まあまあ役立つ ③あまり役立たない ④わからない ⑤回答なし 合計

55 21 1 1 1 79

 　※自由記述　２８本

　   ※自由記述　３１本

〇受講できなかった者もいるので次年度も開催を希望します。（50代男性）

〇具体的な話が多く参考になりました。今、レビー型の母と同居して日々悩みながら生活しています。支えていきたい
と思っています。（50代女性）

○近所にも高齢者が多く、対応する際に役立つと思われる。（50代男性）

○仕事が社会復帰支援担当であり業務での相手への応対に参考になった。（60代男性）

○自分の住んでいる地域に高齢の方が多いので今後の生活に役立つと思った。（40代男性）

４．今後の業務や地域活動において役に立つ内容だと思いますか

５．その他、今回の研修について、ご意見・ご要望等がございましたら、自由にご記入ください

〇少子高齢化に向けた生活に係るテーマで続けてほしい。（50代男性）

〇講師の方の話が分かりやすく聴きやすかったので、内容が理解しやすくすごくよかった。（40代男性）

〇大変勉強になりました。今後の業務に大いに役立てることができそうです！（20代男性）

〇当所が関係するボランティアにも研修をしたいと思った。（40代男性）

○具体的な事例が多く興味深い話が多かった。（40代男性）

○用語の説明とともに具体例や実際の患者に見られたエピソードを交えて説明してもらえたので具体的なイメージを
頭に浮かべながら理解できた。（30代男性）


